
 

 

１．科目名（単位数） 英語講読Ⅱ （2単位） 

３．科目番号 EDEN1312 

２．授業担当教員 山口 敬雄 

４．授業形態 講義、グループ学習、ディスカッション ５．開講学期 秋期 

６．履修条件・ 

他科目との関係 
 

７．講義概要 

この授業では、基本的な文法事項と読解力の基礎を応用して、精確に英文を読む力を身につけて、中学校または高等学校で教育

実習を確実にこなし、中学・高校教諭一種免許を取得できるようにすることをめざす。さらに英語圏文学と文化の基礎的な知識

を習得して、英語圏文学独自の世界の魅力を味わい、文学および文化に対する関心を高めることも目的とする。この授業を履修

することによって得られた文学に関する知識は、将来教育現場で児童・生徒に読書指導を行う際、実践的に役立つ。また異文化

への理解は、21世紀の現代的問題を多角的に考察する上でも役に立つ。 

８．学習目標 

１．中学・高校教諭一種免許が取得できるように、英語の学力を身につける。 

２．英文法を応用して構文を確認しながら、英文を読んで意味内容を把握する力を身につける。 

３．英語圏文学の基礎的な知識が習得できる。 

４．英語圏文化について理解し考察することができる。 

９．アサイメント 

（宿題）及びレポー

ト課題 

英語の基本的な文法事項を総点検するために、高校英語の入門的な練習問題を毎週課す。学習方法や課題の提出方法等について

は、初回に詳しく説明する。 

10．教科書・参考書・

教材 

【教科書】 
S. ゲイツ著『総合・英米児童文学への招待/Childrens Stories from England and America』英宝社。 

11．成績評価の規準と

評定の方法 

○成績評価の規準 

１．中学・高校教諭一種免許が取得できるようになるための英語の学力が身についたか。 

２．英文法を応用して構文を確認しながら、英文を読んで意味内容を把握する力が身についたか。 

○評定の方法 

  期末試験（50％）、小テスト（25％）、レポート課題（15％）、授業中の態度（10％）の結果を総合して判定する。 

12．受講生への 

メッセージ 

指定した範囲を事前・事後に必ず読んで、予習・復習すること。その際、不明な点、疑問に思った点を書き出し、その解決に努

めること。辞書を必ず持参すること。 

13．オフィスアワー 初回にアナウンスする。 

14．授業展開及び授業内容 

講義日程 授業内容 学習課題 

第１回 イントロダクション 
事前学習 

Chapter 1について、英文法を応用しながら予習をして英文の構
文と意味内容を把握する。 

事後学習 
実力診断テストで理解が不十分だった箇所について再検討し、
理解を深める。 

第２回 Ch1: Huckleberry Finn, pp.7-12. 読解練習 
事前学習 

英文法を応用しながら予習をして英文の構文と意味内容を把握
する 

事後学習 読解練習した英文の構文と意味内容を復習して理解を深める。 

第３回 Ch2: The Call of the Wild, pp.13-18. 読解練習 
事前学習 本文の意味内容をよく把握して、問題に解答する。 

事後学習 理解の不十分だった点について、復習し、知識の定着を図る。 

第４回 Ch3: Anne of Green Gables, pp.19-26. 読解練習 
事前学習 

英文法を応用しながら予習をして英文の構文と意味内容を把握
する 

事後学習 読解練習した英文の構文と意味内容を復習して理解を深める。 

第５回 Ch4: Treasure Island, pp.27-32. 読解練習 
事前学習 本文の意味内容をよく把握して、問題に解答する。 

事後学習 理解の不十分だった点について、復習し、知識の定着を図る。 

第６回 Ch5: Winnie-the-Pooh, pp.33-38. 読解練習 
事前学習 小テストの準備を十分に行う。 

事後学習 理解の不十分だった点について、復習し、知識の定着を図る。 

第７回 Ch6: Peter Pan, pp.39-44. 読解練習 
事前学習 

英文法を応用しながら予習をして英文の構文と意味内容を把握
する 

事後学習 読解練習した英文の構文と意味内容を復習して理解を深める。 

第８回 Mid-Exam 
事前学習 本文の意味内容をよく把握して、問題に解答する。 

事後学習 理解の不十分だった点について、復習し、知識の定着を図る。 

第９回 Ch7: Peter Rabbit, pp.45-50. 読解練習 
事前学習 

英文法を応用しながら予習をして英文の構文と意味内容を把握
する 

事後学習 読解練習した英文の構文と意味内容を復習して理解を深める。 

第１０回 
Ch8: The Snowman / Father Christmas,  
pp.51-56. 読解練習 

事前学習 本文の意味内容をよく把握して、問題に解答する。 

事後学習 理解の不十分だった点について、復習し、知識の定着を図る。 

第１１回 
Ch9: James & the Giant Peach / Matilda,  
pp.57-62. 読解練習 

事前学習 小テストの準備を十分に行う。 

事後学習 理解の不十分だった点について、復習し、知識の定着を図る。 

第１２回 Ch10: Paddington, pp.63-68. 読解練習 
事前学習 

英文法を応用しながら予習をして英文の構文と意味内容を把握
する 

事後学習 読解練習した英文の構文と意味内容を復習して理解を深める。 

第１３回 Ch11: The Borrowers, pp.69-74. 読解練習 
事前学習 本文の意味内容をよく把握して、問題に解答する。 

事後学習 理解の不十分だった点について、復習し、知識の定着を図る。 

第１４回 
Ch12: Thomas the Tank Engine,  
pp.75-80. 読解練習 

事前学習 前回まで読解練習した全体の内容を把握する。 

事後学習 
ディスカッションをとおして学んだことを整理し、発表できる
ようにしておく。 

第１５回 まとめ 
事前学習 

期末試験に備え、前回まで読解練習した英文の内容把握ならび
に練習問題の復習を行う 

事後学習 
この授業で得た読書体験を、教育現場での読書指導に、どのよ
うに活かしたらよいか考えてみる。 

期末試験 

 


